
佐保小学校校舎改築その他工事 

工 事 概 要 説 明 書 

 

１．工事概要 

1） 工 事 名 称：佐保小学校校舎改築その他工事 

2） 事 業 主：奈良市 

3） 工 事 監 理：株式会社 昭和設計 

4） 工 事 施 工 者：村本・三和特定建設工事共同企業体 
5） 工 事 場 所：奈良市法蓮町２８０番地の１ 

6） 契 約 工 期：令和７年３月28日 ～ 令和９年５月３１日まで 
7） 工 事 内 容：既存校舎の解体及び新校舎の建設 

①既存校舎解体（令和７年4月頃 ～ 令和７年7月頃） 

      ●南校舎の一部解体 

      ●渡り廊下・樹木・プール・その他工作物 

     ②新校舎建設（令和７年5月頃 ～ 令和９年３月頃） 

      ●新校舎建設 

      ●東門（正門）の整備 

※令和９年４～５月は、仮設材の撤収などの作業を予定しております 

 

２．現場管理について 

・工事期間中は事故防止に努め、関係法令及び安全衛生規則を厳守します。 

工事着手に際し、工事責任者、事務所の電話番号及び、休日、夜間、非常時における連絡

先の管理組織表等を作成し工事現場周辺の見やすい場所に掲示いたします。 

・作業時間：午前８時３０分から午後６時までとしますが、中断できないコンクリート打設

作業や、大きな音の出ない室内での作業は、延長させていただく場合があります。 

・休日：日曜日、祝日は原則として作業はいたしませんが、大きな音の出ない軽作業につい

ては作業をさせていただく場合があります。 

３．振動・騒音及び粉塵対策について 

・工事用機械や装置、運搬車両、工事器具の使用にあたっては、定められた規制基準を遵守

し、その設置場所、方法等については充分留意して、振動・騒音の減少に努めます。 

・建物解体時は外部足場に防音シートを設置及び都度散水を実施することにより、騒音・粉

塵の防止に努めます。 

・アスベスト含有建材の撤去については法令（養生及び湿潤・手壊し解体など）に基づき、

解体の為、飛散することはありません。 

４．工事関係車両及び運行経路について 

・工事関係車両の運行については、通常の交通規制に従い、児童及び学校関係者の安全確保

はもとより、一般車両の通行を妨げないよう運転者の指導を徹底し、近隣住民の安全確保

に努めます。 
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・工事関係車両は、全て県道奈良加茂線から南下し、東側道路より進入いたします。また、

通学時間帯及び東側道路の時間規制（７時３０分から９時まで）を避けて工事車両を通行

させます。大型規制については、警察にて通行許可を取得したのち通行します。その際は

北東交差点に交通誘導員を増員し対応いたします。 

・交通誘導員の配置につきましては、東門に1名配置し、工事の工程により適宜増員を行い

歩行者を最優先して安全を確認したのち、最徐行で通行させます。（仮設計画図参照） 

・工事関係車両の駐車は、敷地内に確保し、道路上での駐車は一切致しません。 

・工事用車両の運行時間 

登校時間を避け、午前８時３０分以降、または午前７時半以前とし、終了は午後６時まで

とします。 

 

５．現場担当及び緊急連絡先 

現場代理人

監理技術者

主任技術者 小橋 卓也

竹田 啓介

山口 雄也

近藤 浩誉

吉田 晃二

0742-34-5357

0742-34-4745

奈良市

担当者

担当者

教育部教育施設課

建設部建築デザイン課

工事施工者
村本・三和特定建設工

事共同企業体

連絡先担当者会社名

工事着手後、工事看板
に記載します

現場事務所

藤井 保

 

 

６．工事スケジュール 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

①既存校舎解体

②新校舎建設

埋蔵文化財発掘調査

令和７年 令和８年 令和９年
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